
国
際社
会
学
者

松
村
巨
激は、
『
樹
海』
昭
和二
十五
年
十一
月
号の
巻
頭に
しづ
γずの

五
勾を
「
ま
が
ふ
な
し」
と
題
して
撰し、
同
時に
「
しづ
子の
こ
と」
と

い
う
長
文の
句評
を
書い
てい
る。
実に
水
準の
高い
批評で
あ
芦が、〈
明

星
に
思
ひ
返へ
せ
ど
ま
が
ふ
な
しv
の
匂
を
女
性と
し
ての
「
附却
さ」
と

「
断
チ
た
る
自
己
対
決で
あ
る」
と
絶
賛し
て
い
る。
それ
に
比
し
て〈
北

瓜の
な
か
昂ぶ
り
川市ての
泊ぬ
ぐふv
に
つ
い
て
は、
「こ
れ
は
まっ
た
く

に
演
技で
あ
る。
観
客を
十
分
考慮に
人
れ
た
お
芝
居で
あ
る。
効
果が
計

算さ
れ
て
ゐ
る。
それ
だ
け
に
文
学位も
あ
る。
だが
まっ
た
く
に
対
決性

がない」
と
厳しい。

こ
の
よ
う
な
批評
を
受
けら
れ
る
しづ
子は、
幸福だっ
た
とい
えよ
う

が、
一
方
で
は
すで
に
見
たよ
うに、
し
ば
し
ば
巨
淑を
てこ
ず
ら
せた。

芭
散は
その
よ
うな
しづ
子
を
もて
あ
ま
す
械
子
も
なく、
つ
ね
に
愛しく

と
き
には
厳
し
く
務い
て
き
た
が、
しづ
子の
気ま
まは
相
変わ
ら
ず、
投

稿が
途
絶
え
た
か
と思
うと、
昭
和二
十
七
年一
1二
月の
よ
うに
連日
百

句以上
も
送
句して
来るこ
と
が
あっ
た。

その
しづ
子
もや
がて
音
信
不通に
なり、
「
樹
海」
も
巨
激の
「
絡は

い
く」
へ
の
転
換と
と
もに
先
細っ
てゆ
き、
故
後はほ
んの
数ペ
ー
ジの

冊
子に
なっ
て
し
ま
う
の
だ
が、
巨
淑は
最
晩
年昭
和三
十
八
年の
『き

の
うみ』
六
月
号に
「ひ
き
かた
振
りの
鈴
木
しづ
子さん」
と
し
て
架空

の
地
名
「
狭
河」
を
用い
てしづ
子の
以
前の
投
句を
載せ、
「
絡はい
く」

と
して
「ゆ
る
ぎも
あり
ま
せ
ん」
と
評
し
てい
る。
以
後
数
号に
こ
の
よ

うなこ
と
が
続くの
だ
が、
当
時の
巨
激の
窮
状
を
考えれ
ば、
許せ
ない

こ
とで
はな
かっ
たと
ねは
思
う。

その
頃
しづ
子は
どこ
にい
たの
だろ
う
か。
呆た
して
生
き
て
い
たの

だろ
う
か。
しづ
子の
句に
よっ
て
諮っ
て
も
ら
お
う。

コス
モス
などやさ
しく
吹けば死抱
ない
よ

、、

俳
句
的
な
こ
と
が
ら

鈴
木
し
づ
子
と
い
う
俳
人
ー
そ
の
5
｜

（
旧）

中
嶋

嶺
雄

し
づ
子
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111
口一口

次（
m
号）

i
表
紙
絵

斉
藤

題
字

佐
藤

俳
句
的
な
こ
と
が
ら
（
ω）
：
j
i－－
j
i－－－
j
i－－
中
的

俳
冠
抄・．．
 

風
の
ロ
ン
ド
：
：
：・

水
母
j
i－－
：
：
：
：・
j
i－－－－
j
i－－
：
：
j
i－－
：・

佐
藤

文
子

鉄
砲
百
合
：
：
：・
j
i－－
：
：
：・
j
i－－
j
i－－・
：
：
：
：

早
川

里
子

俳
句ア
ン
グ
ル・．

避
遁
集・・・・・

五
勾
選・
：
：
j
i－－
：

磯
辺

春
男
・

丸
山

道
代
・

増
間

朋
子

梓
集・．．．
 

し
なの
茶
房
j
i－－：：：：・
j
i－－：
大
西
達
夫・
下
回
幼
和

風
発
：
：
：
：
：
：－
j
i－－
：
：
：
：
：
：
j
i－－・
：
：
：
：
：
：

武
居

武
志

渓
流・：
j
i－－：：：：
j
i－－：：：：
中
村
知
水・
原
田
孝
子

船
坂
好
弘・
宮
下
裕
太

一
句の
衝
撃：：：：・
上
原
み
す
ず・
金
田
町
子・
小
林

円

一

勾
一

会
j
i－－：
j
i－－
：－
j
i－－－
有
馬
浮
草
・
井口
業
月

背
嶺
集・．．．．
 

専H
樹
集・．．．．．．
 

萌
芽
集・・．．．
 

久
女
雑
感
（
却）
：
：
：
j
i－－
：
：
j
i－－・
：
：
：
：
：

増
田

連

せ
せ
ら
ぎ・
：
：
：
j
i－－：
j
i－－
：・
j
i－－：－
j
i－－
小
森
清
次

万
華
鏡・．．．．．．
 

受
贈
誌
作
品・

例
会
作
品
・

風
信
子
・

文
箱・
：

嶺文
雄子清

2 3 4 s 27 26 25 18 17 6 44 43 42 41幼39 38 30 29 28 

(鈴木しづ子という俳人　その５(『信濃俳句通信』通巻223号-2003.10.10
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